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指
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○
神
湊
港
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指
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指
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指
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指
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規

則
（
教
）

○
令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
学
校
職
員
に
お
け
る
学
校
職
員
の
長
期

勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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…
…
…
…
…
…
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規

程
（
交
）

○
令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け
る
東
京
都
交
通
局
企
業
職

員
の
長
期
勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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規

程
（
水
）

○
令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け
る
東
京
都
水
道
局
職
員
の

長
期
勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
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規

程
（
下
水
）

○
令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け
る
東
京
都
下
水
道
局
企
業

職
員
の
長
期
勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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規

則

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け
る
職
員
の
長
期
勤
続
休
暇
の
特
例

に
関
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
八
十
九
号

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け
る
職
員
の
長
期
勤
続

休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
則

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平

成
七
年
東
京
都
規
則
第
五
十
五
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
同
条
第
三
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項
各
号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
職

員
に
お
け
る
期
間
の
終
期
を
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
九
十
号

東
京
都
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
組
織
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
四

八
の
部
同

立
川
児
童
相
談
所
の
項
中
「
立
川
市
曙
町
三
丁
目
十
番
十
九
号
」
を
「
立
川

市
柴
崎
町
二
丁
目
二
十
一
番
十
九
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
二
号

令
和
二
年
第
四
回
東
京
都
議
会
定
例
会
を
、
十
一
月
三
十
日
に
招
集
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
三
号

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
に
基
づ
く
東
京
都
土
地
利
用
基
本
計
画
を

変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
九
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の

要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

な
お
、
右
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

東
京
都
土
地
利
用
基
本
計
画
変
更
の
要
旨

大
島
町
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、
三
宅
村
、
八
丈
町
及
び
小
笠
原
村
に
お
け
る
都
市
地
域
の
一
部
を

変
更
し
た
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
大
島
都
市
計
画
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
区
域
の

名
称

変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

大
島
都
市
計
画
区

域

追
加
す
る
部
分

大
島
町
元
町
一
丁
目
地
先
、
元
町
二
丁
目
地
先
、
岡
田
字
横
町
地
先
、
波

浮
港
地
先
、
差
木
地
字
下
原
地
先
及
び
野
増
地
先
各
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
新
島
都
市
計
画
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
区
域
の

名
称

変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

新
島
都
市
計
画
区

域

追
加
す
る
部
分

新
島
村
字
黒
根
地
先
、
若
郷
地
先
及
び
字
檜
山
地
先
各
地
内
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◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
神
津
都
市
計
画
区
域

を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
区
域
の

名
称

変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

神
津
都
市
計
画
区

域

追
加
す
る
部
分

神
津
島
村
九
番
一
地
先
、
十
八
番
、
同

番
地
先
、
十
九
番
、
同
番
地
先
、
三
十

六
番
地
先
、
三
十
七
番
一
、
同
番
一
地

先
、
三
十
七
番
二
、
同
番
二
地
先
、
字

高
嶺
地
先
及
び
字
榎
木
が
沢
地
先
各
地

内

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
三
宅
都
市
計
画
区
域

を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
区
域
の

名
称

変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

三
宅
都
市
計
画
区

域

追
加
す
る
部
分

三
宅
村
坪
田
地
先
、
伊
豆
地
先
、
伊
ヶ

谷
地
先
及
び
阿
古
地
先
各
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
八
丈
都
市
計
画
区
域

を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
区
域
の

名
称

変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

八
丈
都
市
計
画
区

域

追
加
す
る
部
分

八
丈
町
三
根
地
先
、
大
賀
郷
地
先
、
末

吉
地
先
及
び
中
之
郷
地
先
各
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
笠
原
都
市
計
画
区

域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
区
域
の

名
称

変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

小
笠
原
都
市
計
画

区
域

追
加
す
る
部
分

小
笠
原
村
父
島
字
東
町
地
先
、
字
清
瀬

地
先
及
び
字
奥
村
地
先
並
び
に
母
島
字

静
沢
地
先
及
び
字
元
地
地
先
各
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
九
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
を
許
可
し
た
の
で
、

同
法
第
百
四
条
の
二
第
一
号
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十

一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス

開
設
者
の
名
称

施
設
の
名
称

施
設
の
所

在
地

開
設
許
可

年
月
日

社
会
福
祉
法
人

創
生
会

介
護
老
人
保
健

施
設

ろ
う
け

ん
隅
田
秋
光
園

墨
田
区
横
網
二

丁
目
七
番
十
三

号

令
和
二
年
五

月
一
日

医
療
法
人
社
団

国
立
あ
お
や
ぎ

会

介
護
老
人
保
健

施
設
国
立
あ
お

や
ぎ
苑
み
の
わ

通
り

国
立
市
青
柳
三

丁
目
二
番
地
の

四

令
和
二
年
七

月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
一
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
九
十
九
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
老
人
保
健
施
設
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
百
四
条
の
二
第
二
号
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則

（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
三
十
七
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス

開
設
者
の
名
称

施
設
の
名
称

施
設
の
所

在
地

廃
止
年
月

日

社
会
福
祉
法
人

介
護
老
人
保
健

墨
田
区
横
網
二

令
和
二
年
五



令和2年11月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17222号） ４
爲
宝
会

施
設

ろ
う
け

ん
隅
田
秋
光
園

丁
目
七
番
十
三

号

月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
二
号

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
条
第

五
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
た
指
定
養
育
医
療
機
関
か
ら
、
次
の

と
お
り
辞
退
の
申
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

所
在
地

開
設
者

辞
退
年
月
日

国
家
公
務
員
共

済
組
合
連
合
会

九
段
坂
病
院

千
代
田
区
九

段
南
一
丁
目

六
番
十
二
号

松
元

崇

令
和
二
年
十
月

一
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

父
島
循
環

二

変
更
の
区
間

小
笠
原
村
父
島
字
吹
上
谷
十
三
番
一
地
内
か
ら

同
所
十
六
番
一
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17222号）東 京 都 公 報令和2年11月20日（金曜日）５



令和2年11月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17222号） ６
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
四
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
式
根
島
港
に
お
け

る
臨
港
地
区
の
区
域
を
指
定
し
、
及
び
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
当
該
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た
の
で
、
法
第
三
十

八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

式
根
島
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
区
域

新
島
村
式
根
島
地
内
及
び
地
先

一
・
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
別

図
表
示
の
と
お
り
）

二

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

新
島
村
式
根
島
地
内
及
び
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お

り
）

漁
港
区

同
右

三

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



（第17222号）東 京 都 公 報令和2年11月20日（金曜日）７
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
五
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
元
町
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

元
町
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

大
島
町
元
町
一
丁
目
地
内
、
同
所
地
先
及
び
同
町
元

町
二
丁
目
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



令和2年11月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17222号） ８
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
六
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
岡
田
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

岡
田
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

大
島
町
岡
田
字
横
町
地
内
及
び
同
地
先
（
別
図
表
示

の
と
お
り
）

漁
港
区

大
島
町
岡
田
字
横
町
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



（第17222号）東 京 都 公 報令和2年11月20日（金曜日）９
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
七
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
波
浮
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

波
浮
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

大
島
町
波
浮
港
地
内
、
同
地
先
、
同
町
差
木
地
字
下

原
及
び
同
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

漁
港
区

同
右
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



令和2年11月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17222号） １０
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
八
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
島
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

新
島
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

新
島
村
字
黒
根
地
内
及
び
同
地
先
（
別
図
表
示
の
と

お
り
）

漁
港
区

新
島
村
字
黒
根
地
内
、
同
地
先
及
び
同
村
本
村
六
丁

目
地
内
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

修
景
厚

生
港
区

新
島
村
字
黒
根
地
内
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



（第17222号）東 京 都 公 報令和2年11月20日（金曜日）１１
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
二
十
九
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
神
津
島
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

神
津
島
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

神
津
島
村
三
十
七
番
一
地
内
、
同
番
一
地
先
、
同
番

二
地
内
及
び
同
番
二
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

漁
港
区

神
津
島
村
九
番
一
地
内
、
同
番
一
地
先
、
同
村
十
八

番
地
内
、
同
番
地
先
、
同
村
十
九
番
地
内
、
同
番
地

先
、
同
村
三
十
五
番
地
内
、
同
村
三
十
六
番
地
内
、

同
番
地
先
、
同
村
三
十
七
番
一
地
内
、
同
番
一
地
先
、

同
村
三
十
七
番
二
地
内
、
同
村
字
高
嶺
地
内
及
び
同

地
先
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



令和2年11月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17222号） １２
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
三
十
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
池
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

三
池
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

三
宅
村
坪
田
地
内
及
び
同
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お

り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



（第17222号）東 京 都 公 報令和2年11月20日（金曜日）１３
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
三
十
一
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
久
保
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

大
久
保
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

三
宅
村
伊
豆
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



令和2年11月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17222号） １４
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
三
十
二
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
神
湊
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

神
湊
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

八
丈
町
三
根
地
内
及
び
同
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お

り
）

漁
港
区

同
右
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

修
景
厚

生
港
区

同
右
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



（第17222号）東 京 都 公 報令和2年11月20日（金曜日）１５
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
三
十
三
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
八
重
根
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

八
重
根
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

八
丈
町
大
賀
郷
地
内
及
び
同
地
先
（
別
図
表
示
の
と

お
り
）

修
景
厚

生
港
区

八
丈
町
大
賀
郷
地
内
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



令和2年11月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17222号） １６
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
三
十
四
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
二
見
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

二
見
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

小
笠
原
村
父
島
字
東
町
地
内
、
同
地
先
、
同
村
父
島

字
清
瀬
地
内
及
び
同
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



（第17222号）東 京 都 公 報令和2年11月20日（金曜日）１７
◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
三
十
五
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
指
定
し
た
の

で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

沖
港
港
湾
管
理
者

東
京
都

代
表
者

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

臨
港
地
区
の
分
区

商
港
区

小
笠
原
村
母
島
字
静
沢
地
先
及
び
同
村
母
島
字
元
地

地
先
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

漁
港
区

小
笠
原
村
母
島
字
静
沢
地
先
（
別
図
表
示
の
と
お

り
）

マ
リ
ー

ナ
港
区

同
右
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

修
景
厚

生
港
区

同
右
（
別
図
表
示
の
と
お
り
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号



令和2年11月20日（金曜日）東 京 都 公 報（第17222号） １８

規

則
（
教
）

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
学
校
職
員
に

お
け
る
学
校
職
員
の
長
期
勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
二
年
十
一
月
二
十
日東

京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十
二
号

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る

学
校
職
員
に
お
け
る
学
校
職
員
の
長
期
勤
続
休
暇
の

特
例
に
関
す
る
規
則

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会

規
則
第
五
号
）
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び

に
同
条
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け

る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
に
お
け
る
期
間
の

終
期
を
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
九
十
三
号

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け

る
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
長
期
勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る

職
員
に
お
け
る
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
長
期
勤

続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
程

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
交
通
局
規
程
第

十
四
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
同

条
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け
る
同

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
に
お
け
る
期
間
の
終
期

を
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
八
号

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け

る
東
京
都
水
道
局
職
員
の
長
期
勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
程
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
水
道
局
長

浜

佳
葉
子

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る

職
員
に
お
け
る
東
京
都
水
道
局
職
員
の
長
期
勤
続
休

暇
の
特
例
に
関
す
る
規
程

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規

程
第
四
号
）
第
三
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
同

条
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け
る
同

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
に
お
け
る
期
間
の
終
期

を
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
四
号

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員
に
お
け

る
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
長
期
勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る

規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日

東
京
都
下
水
道
局
長

和
賀
井

克

夫

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
期
間
の
終
期
と
な
る

職
員
に
お
け
る
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
長
期

勤
続
休
暇
の
特
例
に
関
す
る
規
程

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
が
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
下
水

道
局
管
理
規
程
第
二
号
）
第
三
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二

号
並
び
に
同
条
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
期
間
の
終
期
と
な
る
職
員

に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
に
お
け
る

期
間
の
終
期
を
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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